
   

案件概要表 

Ⅰ．提案事業の概要 

1．対象国名 ラオス国 

2．案件名 貧困僻地郡における女性のエンパワメントによる母子保健強化プロジェクト 

3．事業の背景と必要

性 

ラオスにおいて母子保健は優先課題の一つであるが、貧困僻地での強化は未だ

課題であり、特に産後ケアを含めた継続ケアの導入は優先課題である。また早期

婚における早期妊娠が与えている影響は否めなく、この課題を解決するのは男

性の理解促進と女性のエンパワメントが必要である。 

4．プロジェクト目標 サバナケット県セポン郡で『男女ペアの村落保健ボランティアによる母子保健

強化アプローチ』を実施する体制が整備される。 

5．対象地域 ラオス国サバナケット県セポン郡 

6．受益者層（ターゲッ

トグループ） 

サバナケット県セポン郡の妊産婦と新生児 合計約 3,000人（2019年セポン郡母

子保健統計を基に算出） 

7．生み出すべきアウ

トプット及び活動 

<アウトプット> 

1．『男女ペアの村落保健ボランティアによる母子保健強化アプローチ』による産

前ケアと施設分娩に対する促進活動がセポン群全体で実施される。 

2．『男女ペアの村落保健ボランティアによる母子保健強化アプローチ』による妊

産婦と新生児に対する出産直後から 1 ヶ月まで継続したケアが、パイロット地

域となる 19村で実施される。 

3.パイロット地域となる 19村において早期妊娠のリスクが思春期層に認識され

る。 

<活動> 

1-1. 新たに対象となる 69村において、ベースライン調査を行い、普及計画を

策定する。 

1-2．新たに対象となる 69村において、女性の VHVsを選抜する。 

1-3. 県保健局と郡病院職員が、ヘルスセンター職員と VHVsに対し、妊娠期か

ら分娩までの支援に関する導入研修・継続研修を実施する。 

1-4. トレーニングを受けた男女ペアの VHVsがヘルスセンター職員のサポート

の下、妊婦への家庭訪問（毎月の健康チェック、健康教育、妊婦健診受診及び

施設分娩の促進等）を実施する。 

1-5. 郡病院職員がヘルスセンター職員業務のモニタリング、ヘルスセンター職

員が管轄する村の VHVsの活動のモニタリングを行う。 

2-1. すでに男女ペアの VHVsが活動している 19村で、産婦を対象とした出産や

産褥ケアの実態調査を行う。 

2-2. 県保健局と郡病院職員が、ヘルスセンター職員と VHVsに対し、出産直後

から産後 1ヶ月までの支援に関する導入研修・継続研修を実施する。 

2-3. トレーニングを受けた VHVsはヘルスセンター職員のサポートの下、産婦

への家庭訪問（退院 2日後までに健康チェックを実施、ヘルスセンターでの産

後直後及び 1ヶ月検診受診の案内）を行う。 

2-4. 郡病院職員がヘルスセンター職員業務のモニタリング、ヘルスセンター職

員が管轄する村の VHVsの活動のモニタリングを行う。 

2-5．参考となるタイの産前産後・新生児ケアを視察し、本案件の活動の改善に

活用する。 

2-6．産婦を対象とした出産や産褥ケア（妊産婦と新生児に対する出産直後から

1ヶ月まで継続したケア）について、19村での経験を取りまとめモデルを確立

する 

3-1. パイロット地域となる 19村において、県保健局が早期妊娠に関する実態

調査を実施する。 

3-2. 学校・保健局と協働で VHVs及びピアエデュケーターによる啓発活動の試

行モデルを開発する。 



   

3-3. 啓発活動をトライアル実施し、PDCAを回して改善を行う。 

3-4. 確立したモデルの郡内の普及に向けてステークホルダーミーティング（県

保健局、教育局等）を開いて試行実施の結果をフィードバックする。 

8．実施期間 2023年 4月～2028年 4月（5年 0ヵ月） 

9．事業費概算額 98,953千円 

10．現地カウンターパ

ート 

サバナケット保健局 

Ⅱ．応募団体の概要 

1．提案団体名 国立大学法人琉球大学 

2．活動内容 沖縄にある唯一の国立総合大学として教育・研究・社会貢献を実施している。国

際連携の一環としてラオス国に拠点オフィスを持ち、学生交流、共同研究、社会

貢献事業を展開している。 

注）VHVs＝Village Health Volunteers（村落保健ボランティア） 


